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語
学
研
修
事
業
成
果
発
表

　
〜
「
未
来
へ
の
挑
戦
『
ハ
ワ
イ
英
語
語
学
研
修
』
事
業
」
〜

　
8
月
3
日
か
ら
10
日
ま
で
の
期

間
で
、「
未
来
へ
の
挑
戦
『
ハ
ワ
イ

英
語
語
学
研
修
』
事
業
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
頓
別
町
総
合
戦
略
で
は
、
外

国
語
教
育
に
お
い
て
中
学
卒
業
時

に
は
日
常
会
話
を
行
え
る
程
度
の

英
語
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
達
成
す
る
た
め
、
当
町
で
は
、

こ
ど
も
園
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
英
語
教

育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回

の
語
学
研
修
事
業
は
そ
の
集
大
成

と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
身
に

つ
け
た
英
語
力
を
試
す
場
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
英
語
圏
の
文
化
に

触
れ
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
、
内
面
の
豊
か
さ

□
本
事
業
の
目
的
に
つ
い
て

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
を
継
続

し
て
い
く
た
め
、
海
外
に
行
っ
た

経
験
を
仲
間
と
共
有
し
、
語
学
研

修
の
意
義
を
次
の
学
年
に
伝
え
て

い
け
る
環
境
づ
く
り
も
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
す
で
に
広
報
な
か
と
ん
べ
つ
7

月
号
で
事
業
ス
タ
ー
ト
の
記
事
を

掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
ハ
ワ
イ
で
の
研
修
や
参
加
し
た

生
徒
の
感
想
な
ど
を
お
伝
え
し
ま

す
。

　
今
回
の
主
な
研
修
と
し
て
、
ハ

ワ
イ
州
州
都
ホ
ノ
ル
ル
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
8
組
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
も
と
現

地
で
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

普
段
通
り
の
生
活
を
一
緒
に
送
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
あ
れ
ば
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
す
る
中
学
生
の
た
め
に
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
や
ワ
イ
キ
キ

ビ
ー
チ
な
ど
ハ
ワ
イ
の
名
所
な
ど

を
案
内
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
、
普
段
経

験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
異
国
の

文
化
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
の
郷
土
料

理
で
あ
る
ロ
コ
モ
コ
や
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
栽
培
を
行
っ
て
い
る
土
地
を

見
学
し
、
栽
培
方
法
や
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
食

□
ハ
ワ
イ
で
の
研
修

べ
も
の
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
研
修
と
し
て
、
現

地
大
学
生
と
の
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ワ
イ
キ
キ
地
区
の
散
策
や

ハ
ワ
イ
大
学
内
の
見
学
な
ど
が
あ

り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
だ
け

で
な
く
現
地
の
様
々
な
人
た
ち
と

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
全
員
で
市
内
の
散

策
も
あ
り
、
買
い
物
や
歴
史
的
建

造
物
の
見
学
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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語学研修事業成果発表

研
修
事
業
の
感
想

・
海
外
で
の
研
修
に
一
緒
に
行
く
こ

　
と
で
友
達
同
士
の
絆
が
よ
り
深

　
ま
っ
た
。

・
食
べ
物
の
量
が
全
体
的
に
多
か
っ

　
た
。

・
海
で
遊
ん
だ
り
、
ス
テ
イ
先
で
普

　
段
す
る
こ
と
の
な
い
釣
り
を
す

　
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
現
地
大
学
生
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に

　
接
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
楽

　
し
か
っ
た
。

・
大
学
の
中
に
日
本
庭
園
の
ほ
か
、

　
中
国
や
韓
国
の
建
物
な
ど
が
あ

　
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
空
間
だ
っ

　
た
。
錦
鯉
を
初
め
て
見
る
こ
と

　
が
で
き
た
。

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
ス
ポ
ー

　
ツ
を
通
じ
た
交
流
も
た
く
さ
ん

　
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
初
め
は
言
葉
の
違
い
に
戸
惑
い

　
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
友

　
達
と
助
け
合
っ
て
乗
り
越
え
る

　
こ
と
が
で
き
た
。

研修最終日、ホストファミリーのベントラーさん
との一枚

ハワイ大学生との交流

市
内
施
設
見
学
集
合
写
真

市
内
施
設
見
学
の
様
子

　
今
回
の
研
修
事
業
の
ま
と
め
と

し
て
、
生
徒
た
ち
が
、
ハ
ワ
イ
の

文
化
や
言
語
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

で
の
出
来
事
を
中
心
に
「
旅
行
記
」

を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
11
月
に

開
催
さ
れ
る
町
民
文
化
祭
で
は
研

修
事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け

て
生
徒
た
ち
は
放
課
後
だ
け
で
な

く
、
自
宅
で
の
時
間
も
使
い
ま
と

め
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
で
は
、
生
徒
た
ち
が
研
修

で
感
じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
の

一
部
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
い
た

し
ま
す
。

□
今
後
の
取
り
組
み
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障
が
い
者
・
高
齢
者
等

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

白
熱
の
全
日
本
水
風
船
キ
ャ
ッ
チ
選
手
権
大
会
も
開
催

　

北
緯
45
度
夏
祭
り
＆
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

8
月
3
日
、
天
北
線
メ
モ
リ
ア

ル
パ
ー
ク
で
、
北
緯
45
度
夏
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒

例
の
全
日
本
水
風
船
キ
ャ
ッ
チ
選

手
権
大
会
に
は
た
く
さ
ん
の
チ
ー

ム
が
出
場
。
風
船
が
割
れ
て
水
び

た
し
に
な
っ
て
も
お
構
い
な
し
で

新
記
録
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

8
月
4
日
は
同
会
場
で
町
民
ス

　

8
月
1
日
、
町
民
体
育
館
で
障

が
い
者
・
高
齢
者
等
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

レ
ク
で
は
、
ゲ
ー
ト
通
し
や
輪

投
げ
の
ほ
か
、
紙
コ
ッ
プ
で
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
を
作
る
リ
レ
ー
や
、
紙
ヒ

コ
ー
キ
の
飛
距
離
を
競
う
も
の
な

ど
面
白
い
種
目
も
あ
り
、
け
が
人

も
出
ず
、
楽
し
い
レ
ク
と
な
り
ま

し
た
。

第
62
回

　

中
頓
別
町
乳
牛
共
進
会

　

8
月
2
日
、
中
頓
別
町
乳
牛
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
進
会
で
は
品
評
会
が
行
わ
れ

た
く
さ
ん
の
乳
牛
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
品
評
の
結
果
最
高
位
と
し
て
、

22
か
月
以
下
の
部
門
で
は
澤
里
尚

広
さ
ん
出
陳(

ト
ッ
プ
ロ
ー
ド 

ク

レ
ン
ヤ
ー
ド 

ニ
ホ
ロ 

エ
ー
カ
ー)

、

22
か
月
以
上
の
部
門
で
は
上
道
義

裕
さ
ん
出
陳(

ト
ッ
プ
ロ
ー
ド 

ア

イ
オ
ー
ン 

シ
ャ
ウ
ト 

サ
ス
ピ
シ
ョ

ン
E
T)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
し
た
。
各
自
治
会
か
ら
選
手

を
選
抜
し
様
々
な
種
目
で
対
決
。

綱
引
き
や
玉
入
れ
な
ど
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
必
要
な
も
の
が
多
く
、

選
手
は
一
致
団
結
し
て
成
績
上
位

を
狙
い
ま
し
た
。
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絵
本
が
た
く
さ
ん

　

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

　

8
月
6
日
、
中
頓
別
町
認
定
こ

ど
も
園
で
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

と
絵
本
を
た
く
さ
ん
積
ん
だ
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学
を
実
施
。
見

学
中
は
絵
本
が
読
み
放
題
と
な
っ

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
わ
く
わ

く
し
な
が
ら
好
き
な
本
を
探
し
て

い
ま
し
た
。

今
年
最
後
の
盆
踊
り

　

認
定
こ
ど
も
園
盆
祭
り
会

放
課
後
こ
ど
も
プ
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
道
北
お
と
ぼ
け
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

9
月
10
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

道
北
お
と
ぼ
け
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
よ

る
出
前
音
楽
演
奏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
か
ら

芳
賀
先
生
と
東
京
演
芸
協
会
か
ら

早
川
き
ょ
ー
じ
ゅ
が
来
町
し
、
楽

器
の
仕
組
み
に
つ
い
て
曲
や
漫
才

を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
解

説
し
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
こ
と
も

で
き
る
！
」
と
普
段
使
わ
な
い
方

法
で
楽
器
を
演
奏
す
る
2
人
の
姿

に
子
供
た
ち
は
驚
き
な
が
ら
も
と

て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

8
月
17
日
、
中
頓
別
町
認
定
こ

ど
も
園
で
盆
祭
り
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
浴
衣
を
着
て
参

加
、
盆
踊
り
の
ほ
か
に
も
保
護
者

の
協
力
で
風
船
や
お
も
ち
ゃ
が
当

た
る
お
楽
し
み
会
も
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
、
今
年
最
後
の
盆

踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

気
合
の
入
っ
た
仮
装
が
登
場

　

納
涼
盆
踊
り
大
会

　

8
月
13
日
か
ら
2
日
間
、
郷
土

資
料
館
前
で
納
涼
盆
踊
り
が
行
わ

れ
、
1
日
目
は
一
般
盆
踊
り
、
2

日
目
は
仮
装
盆
踊
り
と
な
り
ま
し

た
。
仮
装
盆
踊
り
に
は
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
衣
装
で
た
く
さ
ん
の
町

民
が
参
加
し
、
楽
し
く
踊
り
な
が

ら
審
査
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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長
年
地
域
の
発
展
に
寄
与

　
岩
田
利
雄
さ
ん
叙
勲

　

9
月
13
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

寝
た
き
り
知
ら
ず
の
健
康
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
北
海
道
文
教
大
学
の
侘

美
教
授
と
朝
日
大
学
の
竹
島
教
授

に
よ
り
、
筋
力
を
維
持
す
る
た
め

の
運
動
の
紹
介
の
ほ
か
、
ス
ト
レ

ッ
チ
に
使
え
る
ゴ
ム
バ
ン
ド
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
24
日
、
岩
田
利
男(

い
わ
た

と
し
お)
さ
ん
の
旭
日
単
光
章
叙
勲

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岩
田
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
に
町

議
会
議
員
に
当
選
後
、
5
期
19
年

間
多
方
面
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

振
興
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
町

の
監
査
委
員
も
4
年
務
め
、
地
方

自
治
行
政
に
積
極
的
に
参
画
し
、

長
い
間
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
た

こ
と
か
ら
叙
勲
と
な
り
ま
し
た
。

巧
み
な
使
い
分
け
で
会
場
を
魅
了

　

劇
団
え
り
っ
こ

　

9
月
1
日
、
認
定
こ
ど
も
園
で

劇
団
え
り
っ
こ
に
よ
る
人
形
劇
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
形
劇
で
は
、
わ
ず
か
2
人
の

演
者
が
何
体
も
の
人
形
の
見
事
な

使
い
わ
け
を
披
露
し
、
会
場
に
い

た
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
劇
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
14
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

平
成
30
年
度
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
に
は
多
く
の
方
が
参
加
、
町

長
か
ら
喜
寿
の
方
へ
写
真
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
祝
宴
で
は
こ

ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
の

ほ
か
、
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏

も
用
意
さ
れ
、
会
場
全
体
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
た
め
に

　
寝
た
き
り
知
ら
ず
の
健
康
講
座

盛
大
に
長
寿
の
お
祝
い

　

平
成
30
年
度
敬
老
会
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親
子
で
楽
し
む
自
然
体
験

　

森
の
こ
ど
も
園

　

9
月
15
日
、
そ
う
や
自
然
学
校

で
森
の
こ
ど
も
園
親
子
ふ
れ
あ
い

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
広
い
敷
地
を

使
っ
た
散
策
ゲ
ー
ム
や
川
で
の
生

き
物
探
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
お
や
つ
と
し
て
チ
ー
ズ
フ
ォ

ン
デ
ュ
も
提
供
さ
れ
、
親
子
で
自

然
を
堪
能
す
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

も
し
も
の
た
め
に
確
か
な
備
え
を

　

秋
季
消
防
演
習

　

9
月
30
日
、
中
頓
別
消
防
団
秋

季
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

演
習
に
は
25
名
の
隊
員
が
参
加

し
、
通
常
点
検
、
機
械
点
検
、
操

法
演
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま

た
、
小
学
校
裏
の
川
を
水
源
と
し

て
、
模
擬
火
災
訓
練
も
実
施
。
何

台
も
の
消
防
車
を
連
動
さ
せ
て
水

を
送
り
、
水
源
か
ら
遠
い
場
所
で

の
消
火
活
動
に
向
け
た
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

交
通
安
全
町
民
決
起
大
会

　

9
月
28
日
、
役
場
大
会
議
室
で

交
通
安
全
町
民
決
起
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
500

日
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
6

か
条
の
「
交
通
安
全
宣
言
」
を
参

加
者
の
水
野
秀
洋
さ
ん
に
よ
り
読

み
上
げ
ら
れ
、
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な
ど
交
通
事
故

を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
徹

底
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

中頓別町の新しい職員を紹介します

地域おこし協力隊

長尾 悦彰 (9 月 1 日付 )

保健福祉課保健福祉グループ

主任　岡 哲也 (10 月 1 日付 )
ながお よしあきおか てつや

　9 月 16 日付で中頓別町国民健

康保険病院の管理栄養士として

藤保 美里 (ふじやす みさと )

さんが採用されていますが、長

期研修参加中のため、研修終了

後、広報にて改めて紹介させて

いただきます。



8

　慣れていない隊員たちは水風船が割れると「わぁ !?」と驚きつつも、濡れながら和気あいあいと作っ

ていました。実は水風船の作成は力や水を入れすぎるとすぐに割れてしまうという、思ったよりも難し

い作業でした。そして日付も変わろうかという深夜 11 時 30 分、ついに前日の水風船準備は終了しまし

た。会場中央に備え付けられた大プールには水風船がギッシリと浮かんで圧巻の光景でした。

　作成もひと段落したその矢先、「さぁ、これから練習しますよ～」と声をかけられます。今回自分は

役場職員の方と出場する予定なので、そのまま深夜の水風船キャッチの特訓をしました。ですが、8月

とはいえ深夜の気温は 20℃を下回っています。掴みそこない頭上で割れる水風船は「涼しい、冷たい」

を通り越してもはや「寒い」といっても過言ではありませんでした。これも思い出に残る貴重な体験と

なりました。

～全日本水風船キャッチ選手権大会に岡隊員が参加しました！～

　地域おこし協力隊は、それぞれの活動 (自然学校業務や有害鳥獣業務など )のほかに、町内の行事や

イベントに参加したりお手伝いをして、地域の方々と一緒に町づくりに携わっています。

　8月 4日に行われた中頓別町まちおこしイベント協会主催「全日本水風船キャッチ選手権大会」では、

3日夜からの水風船準備に参加し、裏方の準備を経て選手として参加もしていました。今月号では大会

に出場した岡隊員の目線からレポートをしたいと思います。

第
6
・
7
号

～人生で最も多くの水風船を作った夏～

～投げた！掴んだ！！そして割れた！？～

　今年は、中頓別の若手チームが優勝し、最後まで盛り上がった大会になりました。このようなまちの

一大イベントに協力隊が関わることは、昨冬のしばれ祭りと同様、地域に協力隊を知っていただく絶好

の機会です。また、それ以上に協力隊員も地域の一員となって一緒に汗をかき楽しむことが、地域づく

りやまちおこしにつながるものだと信じています。

　8月 3日 18 時過ぎ、メモリアルパークにてイベント協会や

地域の方々と一緒に水風船作りが始まりました。火が暮れた

時間帯から作成が始まる経緯を聞いたところ、水風船は作り

置きをしても何故か勝手に割れてしまうそうです。そのため、

大会直前にまとめて作られています。

　どのくらいの数の水風船を作るのか聞いたところ、今回は

約二千個もの水風船を作成するとのこと。「え、二千個も !?」

最初はその個数を聞いて大変驚きましたが、一試合ごとに数

十個が消費されるので、過去の大会では途中で水風船が足り

なくなる場面もあったそうです。大量に作成する訳も納得の

理由です。もしかすると自分が掴む風船も作っているんだなぁ

と思いながら作り始めました。

　快晴の日差しのもと、総勢 26 チームで大会が始まりました。

他隊員は残念ながら準備や業務が重なり出られなかったため、

自分は役場職員とともに 4名で団体の部に出場しました。

　自分のチームは試合が進むごとに水風船のキャッチ数が 5

個から 9個と伸び、「よし、次はキャッチ二桁数を目指すぞ！」

と息巻いた矢先、2 個という結果で敗北しました。水風船は少

しの衝撃で割れてしまうため、キャッチする以上に投げる側

も難しいものでした。来年に向けてリベンジを誓います！

水風船を作る山下隊員と加藤隊員

最後は残った水風船を投げて終了！
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「中頓別町地域おこし協力隊」では、日々の活動や生活の様子を発信するブロ

グと Facebook ページを開設しています。是非ご覧ください。

「地域おこし協力隊ブログ」は、役場ホームページからもアクセスできます。

ブログ Facebook

～なかとんカフェとそうや自然学校のコラボイベントを実施しました！～

　なかとんカフェでは、9 月 11 日にそうや自然学校とのコラボイベント「ト

ドマツとハチミツの手ごねソープづくり」（企画：岡隊員、加藤隊員、北川

隊員）を実施しました。

　「トドマツとハチミツの手ごねソープづくり」は加藤隊員が中頓別で手に

入る素材を使って考えた手作りの石鹸で、町内でもよく見かけるトドマツ

の枝葉から蒸留水を作り、石鹸の素、中頓別産のハチミツを混ぜて手ごね

で成形。仕上げにラベンダーのドライフラワーやトドマツの葉をトッピン

グして完成となります。

　この日は、9名の参加者と一緒に石鹸作りを楽しみ、クマやハート型な

ど世界に一つだけの石鹸ができあがり好評でした。

　トドマツ蒸留水には殺菌効果、ハチミツには保湿効果もある実用的な石

鹸ですので、みなさんにもお勧めしたいと思います。

　今後も加藤隊員、北川隊員がなかとんカフェに出張して自然体験やクラ

フトを提供していきますので、よろしくお願いします。

　また、そうや自然学校では、カヌーやスノーシューなどのアウトドアア

クティビティの他に、「トドマツクラフト体験」「バードコール（鳥笛）づ

くり体験」など、クラフト体験もお楽しみいただけますので、お問い合わ

せ願います。

お申込・お問合せはこちら

□電話・FAX（01634-8-3611）

□メール（souyashizen@ipstar.ne.jp）

□ホームページ（http://souyashizen.com/）

～もうもうの加工体験イベントに参加してみませんか？～

　泉隊員が勤める食彩工房もうもうでは、料理・食品の加工体験を通じて

ものづくりの楽しさを味わいながら、食文化の創造、町民相互の交流、特

産品の開発を目指す施設です。

　通常のもうもうでは、パンやピザ、チーズやソーセージづくりなどが主

な体験メニューとなりますが、月に一度、「家でも簡単につくれる」をコ

ンセプトとして、普段とは違う様々な料理・食品の加工体験イベントを実

施しています。

　過去にイベントでつくった料理は、カレーとナン、なかとん牛乳を使用

したパンやプリン 、牛乳豆腐やフローズンヨーグルトなどがありました。

　8月には「この夏限定！自由研究お手伝いメニュー」と題して、子ども

たちと一緒にチュロスやケンタッキー風ビスケット、ポップコーンづくり

を行っています。

　体験中、子どもたちは和気あいあいと料理に取り組み、いざ食べるとき

にはさらに笑顔がはじけていました。普段は購入しているものを自分で作

り、そして味わう料理はおいしさも格別です。また、最後は笑顔で「また

きます！」と言って皆さん帰られました。加工体験を通じた新たな体験、

楽しさを伝える事ができたと思い、とてもやりがいを感じる瞬間でした。

　もうもうではパンやピザなどの通常体験メニュー以外にも、作ってみた

いものがあればぜひご相談下さい。皆さまのご来館をお待ちしております。

お申込・お問合せはこちら⇒電話・FAX（01634-6-2211）

※9：00 ～ 17：00　月・火曜日定休となります

ソープづくりの様子①

ポップコーンづくりの様子①

ソープづくりの様子②

ポップコーンづくりの様子②
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　公的年金には 3 つの種類があり、日本国内に住所のあるすべての人の加入が義務付けられて
います。どの年金制度に加入するかはその人の働き方により決まっています。

①国民年金
　日本国内に住む 20 歳以上 60 歳未満の全ての人が加入するもので、老齢・障害・死亡
　により「基礎年金」を受け取ることができます。
　国民年金には 3 種類あり、　どの制度に加入するかによって保険料の納め方が異なります。
　第 1 号被保険者：農業従事者、学生、フリーター、無職の方などが対象。
　第 2 号被保険者：厚生年金保険の適用を受けている事業所に勤務する方が対象。
　第 3 号被保険者：第 2 号被保険者の配偶者の方で 20 歳以上 60 歳未満の方が対象。
　　　　　　　　　ただし、年間収入が 130 万円以上で健康保険の扶養になれない方
　　　　　　　　　は第 1 号被保険者になります。
②厚生年金
　厚生年金保険に加入している人は、厚生年金保険の制度を通じて国民年金に加入する第２号
被保険者に分類され、国民年金の給付である「基礎年金」に加えて「厚生年金」を受けること
になります。
③共済年金
　共済（組合）制度は、国家公務員・地方公務員・私立学校の教員などで勤務する人。
　共済組合には、健康保険と同様の給付を行う「短期給付」と年金給付と同様の給付を行う「長
期給付」があります。

付加年金
国民年金基金
確定拠出年金

( 個人型 )

厚生年金 共済年金

国民年金
( 基礎年金 )

第 1 号被保険者 第 2 号被保険者 第 3 号被保険者

　詳しく知りたいとき、わからないことがあったときは稚内年金事務所（0162-74-1000）
　もしくは日本年金機構ホームページをご覧ください。

年金を知ろう！第 3回
年金の種類について



ダリンのALT 通信

file.8

Name: Jacqueline Rae Witwicki
Hometown: Pittsburgh, Pennsylvania, USA
Date of Birth: September 6, 1996
Hobbies: Hiking, Ikebana, Ice Skating
Favorite Japanese Food: Okonomiyaki (Osaka-style)
Future career after being an ALT: work for the United Nations (UN)
What do you do in your free time?: Cooking, Studying Japanese, Explore 
Japan
Where in Japan would you like to visit? : Aomori, Osaka, Hiroshima
What previous knowledge of Hokkaido did you have? : mountainous, beautiful 
nature, and MANY cows!
What do you want to do/see in Hokkaido? : Skiing, see Steller’s sea eagles

・名　前　ジャクレンウィットウィキ
・出　身　アメリカ ペンシルバニア州 ピッツバーグ
・誕生日　1996 年 9 月 6 日
・趣　味　ハイキング、生け花、スケート
・好きな日本料理　関西風お好み焼き
・ALT の後はどんな仕事に就きたい？　国際連合の本部で働きたい
・休日は何をしてますか？　料理、日本語の勉強、日本について調べる
・今まで行った中で好きな日本の都市は？　青森県、大阪府、広島県
・ここに来るまで北海道はどんなイメージでしたか？　
　　　　　　　　　　　　　　　　山や美しい自然、そして牛がたくさんいる
・北海道で何を見たり聞いたりしたいですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　スキーをしたりオオワシを見たりしたい

Hello everyone!
My name is Jacqueline Witwicki. I’m the new ALT in Nakatombetsu.  
I’m American and I am from Pittsburgh Pennsylvania. 
I enjoy Ikebana, hiking, and fishing. While here I want to learn how 
to cook Japanese food, climb Mt. Rishiri, and become a better teacher. 
I hope to make many friends in Nakatombetsu.　Nice to meet you!

ジャクレン先生からのメッセージ

　皆さんこんにちは！
　私の名前はジャクレンウィットウィキです。アメリカのペンシルバニア州の
ピッツバーグ市に住んでいました。生け花とハイキングと釣りが好きです。
中頓別にいる間に、日本料理の作り方を覚えたいと思います。利尻富士に登っ
てみたいです。より良い教師になりたいです。
中頓別町でいろいろな人と仲良くしたいです。よろしくお願いします。

11
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痛
風
は
男
性
に
起
こ
り
や
す
く
、

足
の
親
指
の
付
け
根
な
ど
の
関
節

に
発
作
性
の
強
い
痛
み
を
感
じ
る

病
気
で
す
。
ま
た
結
晶
が
腎
臓
に

溜
ま
っ
て
炎
症
が
起
き
る
と
、
腎

臓
の
働
き
が
悪
く
な
り
、
痛
風
腎

と
呼
ば
れ
る
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
尿
酸
が
固
ま
っ
た
結
石

が
で
き
る
こ
と
で
尿
路
結
石
と
な
っ

た
り
、
結
石
が
尿
管
を
傷
つ
け
、

お
腹
や
背
中
が
痛
く
な
る
、
血
尿

が
出
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

File №267
今月の担当は
小野保健師

尿
酸
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

□
尿
酸
値
が
高
く
な
る
と

　
先
月
の
保
健
師
さ
ん
の
健
康
宅
急

便
で
は
、「
腎
臓
の
機
能
」
に
つ
い

て
お
話
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
尿
酸
」

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
い
ま
す
。

□
尿
酸
っ
て
な
に
︖

ン
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
、
過
剰

に
と
る
と
体
の
中
で
尿
酸
を
作

り
出
し
ま
す
。
ま
た
プ
リ
ン
体

は
水
に
溶
け
や
す
い
性
質
の
た

め
、
煮
る
、
ゆ
で
る
、
蒸
す
こ

と
で
摂
取
量
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
水
分
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
尿

の
量
を
増
や
す
と
、
尿
酸
を
体

の
外
に
排
泄
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　
ひ
じ
き
、
わ
か
め
、
こ
ん

　
尿
酸
は
食
べ
物
に
は
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
体
の
中
で
細
胞
が
入
れ

替
わ
る
際
に
発
生
し
た
り
、
食
べ

た
も
の
に
含
ま
れ
て
い
る
プ
リ
ン

体
が
肝
臓
で
分
解
さ
れ
る
際
に
発

生
し
ま
す
。
尿
酸
は
血
液
に
溶
け

て
腎
臓
に
運
ば
れ
、
主
に
尿
と
し

て
排
泄
さ
れ
ま
す
。

ぶ
、
大
豆
、
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
里
芋
、
き
の
こ
類
を
食

べ
る
こ
と
で
、
尿
を
ア
ル
カ
リ

化
さ
せ
ま
す
。
そ
の
た
め
尿
酸

が
尿
に
溶
け
や
す
く
な
り
、
排

泄
を
促
す
こ
と
で
高
尿
酸
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
左
記
の
痛
風
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
や
健
診
結
果
に
つ
い
て
気
に

な
る
方
は
、
保
健
師
・
栄
養
士

ま
で
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
6-

1
9
9
5
）

□
血
液
検
査
の
基
準
値
は
︖

　
尿
酸
は
中
頓
別
町
特
定
健
診
の

検
査
項
目
で
す
。
尿
酸
の
基
準
値

は
7.0
㎎
/
dL
で
す
。
こ
れ
は
尿
酸

が
血
液
に
溶
け
る
こ
と
が
で
き
る

限
界
の
値
で
す
。
こ
れ
以
上
高
く

な
る
と
、
溶
け
き
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
尿
酸
が
血
液
中
で
結
晶

化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
体

の
中
を
循
環
す
る
こ
と
で
血
管
を

傷
つ
け
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ

す
要
因
と
な
っ
た
り
、
関
節
に
沈

着
す
る
こ
と
で
炎
症
を
お
こ
し
て

痛
風
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
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尿
酸
の
排
泄
を
悪
く
す
る
要
因

は
体
質
の
ほ
か
に
「
肥
満
」
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
肥
満
に
な
る
と
体

内
で
血
糖
を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ
ン

が
た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
、
効
き
が

悪
く
な
る
こ
と
で
結
果
的
に
イ
ン

ス
リ
ン
が
余
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
は
尿
酸
の
排
泄
を
邪

魔
す
る
た
め
、
高
尿
酸
に
な
り
や

す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
太
っ

て
い
る
人
は
ま
ず
や
せ
る
こ
と
が

一
番
効
果
的
で
す
。

　
果
物
や
は
ち
み
つ
、
甘
い
清
涼

飲
料
水
は
、
体
内
で
尿
酸
の
合
成

を
促
進
し
て
し
ま
う
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　
プ
リ
ン
体
は
レ
バ
ー
、
ホ
ル
モ

□
尿
酸
値
を
適
正
に
保
つ
た
め

　

に
　

痛
風
に
な
る
人
は
高
血
圧
、
高

血
糖
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
な
ど

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
悪
い
要
因
が
重
な
っ
て
血
管

へ
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

痛風セルフチェック
□ 男性である
□ 30 歳以上である
□ 太っている
□ 外食やコンビニ食が多い
□ 食事の時間が不規則
□ アルコールをよく飲む
□ ジュースや清涼飲料水をよく飲む
□ 甘いものを好む
□ ストレスが多い
□ 家族や親せきに痛風の人がいる

痛風のなりやすさを見るセルフチェックで
す。10 項目の中で 5 つ以上当てはまると
痛風を発症する危険が高いといえます。



図書室だより

 【お願い】図書室から借りたままになっている本はありませんか？
　次に借りたい人が待っています。できるだけ早めの返却をお願いします。
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新着図書 (9 月 20 日現在 )

『下町ロケット　ゴースト』
著：池井戸 潤　小学館                            

『おともだち　たべちゃった』
　著：ハンディ・マッキノン　潮出版社

一般向け図書　
『凡人の怪談』　　　　　　　　工藤 美代子
『火のないところに煙は』　　　　　芦沢 央
『猫はしっぽでしゃべる』　　　　田尻 久子
『島のエアライン（上・下）』　　　  黒木 亮
『噛みあわない会話と、ある過去について』
　　　　　　　　　　　　　　　辻村 深月

『人の名前が出てこなくなったときに読む本』
　　　　　　　　　　　　　　　松原 英多

児童向け図書　
『ウシクルナ！』　　　　　　　　　　　陣崎 草子
『いいからいいから⑤』　　　　　　　長谷川 義史
『兄ちゃんは戦国武将！』　　　　　佐々木 ひとみ
『ぼくのなまえはへいたろう』　　　　　灰島 かり
『サブキャラたちの日本昔話』　　　　　　斉藤 洋
『みえるとかみえないとか』　　ヨシタケ シンスケ
※その他、多数の本が順次入荷しています。
　是非、お気軽にご来室下さい。
　また、読み終えた本は早めの返却をお願いします。

　
大
き
な
挫
折
を
味
わ
っ
て
も
な

お
、
前
に
進
も
う
と
す
る
者
た
ち

の
不
屈
と
闘
志
と
プ
ラ
イ
ド
が
胸

を
打
つ
！

　
大
人
気
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊
‼

　
や
り
た
い
放
題
や
っ
て
い
る
と

君
も
食
べ
ら
れ
ち
ゃ
う
ぞ
ー
!?

　
楽
し
く
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
こ

わ
い
、
ゆ
か
い
な
モ
ン
ス
タ
ー
の

お
は
な
し

一般書 児童書

新着図書 (8 月 20 日現在 )

一般向け図書　
『ウォーターゲーム』　　　　　吉田 修一
『青嵐の坂』　　　　　　　　　　葉室 麟
『ののはな通信』　　　　　　三浦 しをん
『六月の雪』　　　　　　　　　乃南 アサ
『海を駆ける』　　　　　　　　深田 晃司
『ロンリネス』　　　　　　　　桐野 夏生
『万引き家族』　　　　　　　　是枝 裕和

児童向け図書　
『浦島太郎が語る浦島太郎』　　　　　　クゲ ユウジ
『おばけとかくれんぼ』　　　　　　　　　新井 洋行
『うちのウッチョパス』　　　　　　　　　　 のぶみ
『パンダのあかちゃんおっとっと』　まつもと さとみ
『たんぽぽのおかあさん』　　　　　　こんの ひとみ
『フェルムはまほうつかい』　　　　スギヤマ カヨコ
※その他、多数の新着図書が入りました。
貸出中の場合は予約可能です。ぜひご来室ください。
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8 月 1 日～ 9月 30 日受付分
（公開にご了承いただいた方のみ

  掲載しています）

戸籍だより
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【広報担当 A】

や
ま
な
み
吟
社　
　

八
月
例
会

おくやみ
字中頓別 櫻田 昭一さん

　　　　　(91 歳 8 月 6 日 )

字中頓別 柳澤 チエ子さん

　　　　　(99 歳 8 月 8 日 )

字中頓別 向中野 弘さん

　　　　　(85 歳 8 月 12 日 )

字中頓別 田辺 ナツさん

　　　　　(79 歳 8 月 15 日 )

字中頓別 坂本 丈夫さん

　　　　　(85 歳 8 月 17 日 )

字中頓別 沓澤 ユキさん

　　　　　(95 歳 8 月 18 日 )

字中頓別 長谷 行雄さん

　　　　　(85 歳 8 月 24 日 )

字中頓別 上道 勝幸さん

　　　　　(67 歳 8 月 29 日 )

うぶごえ

字中頓別　藤井 奏くん

 （俊哉さんの子 9月 4日）

人のうごき
（平成30年8月31日現在）

　　世　帯　　886(-10)

　　人　口　 1,729(-18)

　　　男         858(-9)

　　　女         871(-9)●北海道胆振東部地震から早くも一か月が経ちました。幸い当町では停電の影響

のみにとどまりましたが、避難所生活を送られた方もおり、改めて災害への備え

の重要性を感じました。北海道は災害が起こりにくいとよく耳にしますが、もし

もの時に備え、各ご家庭でも地震、停電、雪害などが起きた際どう対応するか、

ぜひ話し合っていただければと思います。

 ふじい　かなた
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や
ま
な
み
吟
社　
　

九
月
例
会

（平成30年9月30日現在）

　　世　帯　　886(±0)

　　人　口　 1,728(-1)

　　　男         858(±0)

　　　女         870(-1)

　 　　　(　) 内は前月対比

えんぐみ
字中頓別 (8 月 15 日）

北村　昭裕　さん
阿部　千代美さん

字中頓別 (8 月 19 日）

立花　慎吾さん
只野　晴香さん


